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クレアニューヨーク事務所 30周年記念動画を作成しました
2019 年度にクレアニューヨーク事務所は開所 30 周年を迎えました。そこで、これまでの 30 年間の主な事業および成果をま

とめ、各関係機関へ長年の協力に対する感謝の意を伝えるための記念動画を作成しました。
本動画では、2006 年から 2007 年まで当事務所の所長を務めた平井伸治鳥取県知事・全国知事会長・クレア会長をはじめ、

当事務所所管国であるアメリカ、カナダ、ジャマイカ、トリニダード・トバゴの JETAA（元 JET 参加者の会）国代表、海外自
治体幹部交流協力セミナーの歴代参加者から頂いたお祝いのメッセージを紹介しています。また、30 年の歩みをスライドショー
として時系列にまとめており、これまでの当事務所の変遷をたどることができる映像となっています。英語音声、日本語字幕で
作成し、日本だけでなく所管国の皆様にもご覧いただけるようにしました。

クレアニューヨーク事務所は、この 30 年以上の歴史を礎に、今後とも一層地方自治体の国際活動の支援に励むとともに、各
関係機関との連携強化に努めてまいります。

本動画は当事務所ホームページ（下
記 QR コード）からご覧ください。

「天津ジャパンブランド」に出展！日本各地の PRを実施しました
クレア北京事務所は、2022 年 3 月 12 日から 13 日の 2 日間、天津市の

仁恒伊勢丹で開催された「天津ジャパンブランド」に出展し、日本各地の
PR を実施しました。ジャパンブランドは、JTB 上海が事務局となり中国各
地の日系商業施設などで定期的に開催している一般消費者向けの日本 PR イ
ベントで、今回も複数の日系企業や地方自治体が出展しました。クレアブー
スでは、日本各地のアニメ聖地の紹介やパンフレット配布を通じた観光 PR、
伊勢丹越境 EC と連携した地域産品の展示・販売などを行ったほか、日本の
伝統工芸品を賞品とした抽選会も実施しました。

その中でも、一般社団法人アニメツーリズム協会に作成いただいた「訪れ
てみたい日本のアニメ聖地 88」紹介ボードの前には特に多くの人が訪れま
した。各自治体から提供いただいたアニメ聖地を紹介する動画やパンフレッ
トを熱心に閲覧する来場者の姿が見られ、親子連れや若年層を中心に日本の
ポップカルチャーの人気
が高いことを改めて認識
しました。

期間中の総来場者数は
約 3 万 2,000 名に上り、
クレアブースを訪れた来
場者からは「いつになっ
たらまた日本に行けるの
か？」と日本への渡航再
開を心待ちにする声が多
く聞かれました。
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JETAA-UK年次総会が開催されました

クレアフォーラム 2021/2022 オンライン開催 !

ブルネイ大学の学生を対象にオンラインセミナーを開催しました

2022 年３月 12 日、英国の元 JET プログラム参加者の親睦団体である JETAA-UK の各支部関係者が一堂に会し、翌年度の
事業計画について話し合うとともに役員選挙などを行う JETAA-UK 年次総会が、バーミンガムにおいて開催されました。今回
の年次総会は２年ぶりの会場開催となり、オンラインでの参加者も含めて総勢 18 名が参加し、活発な議論が交わされました。

会の冒頭では、国内の各支部から 2021 年度中に実施された交流イベントなどについての活動報告が行われました。新型コロ
ナウイルス感染症の流行が落ち着いてきたこともあって、各支部とも 2020 年度よりも対面でのイベント開催を活発化させてい
ること、また、オンライン化したイベントにおいては参加者の増加も見られたことが報告されました。

また、JETAA-UK の会員拡大のため、オンラインイベントの積極的な開催や、クレアロンドン事務所主催で毎年秋に開催して
いるキャリアフェアでの PR を行うことが提案されたほか、今後の活動の方向性として、
日英の学校間交流への参画や、他機関などが開催するイベントにも積極的に出展参加す
ることなどが話し合われました。

このほか、JETAA-UK 会長をはじめ役員の選挙が行われ、会長にはロブ・ゴートン氏
（ミッドランド支部）に代わり、ロンドン支部のライアン・キープル氏が選出されました。
キープル氏は就任にあたって「役員・会員間でのコミュニケーションを活発化するとと
もに、クレアロンドン事務所をはじめとする在英の日本の機関との連携を進めたい。」と
コメントしています。

クレアロンドン事務所では引き続き元 JET プログラム参加者同士の交流の支援を通じ
て、日本と英国との交流のさらなる活発化を促していきたいと考えています。

2022 年２月 22 日、クレアシドニー事務所は、「クレアフォーラム 2021/2022」を、シドニー工科大学公共政策研究所兼地
方自治体センターと共催しました。新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、今回は初めてオンラインで開催しました。

クレアフォーラムは、日本、オーストラリア、そしてニュージーランドの地方自治体が直面する政策課題などをテーマに掲げ、
地方自治体関係者などが、それぞれ調査研究成果を発表し、意見交換などを行う調査報告・交流イベントです。

今年度のクレアフォーラムは、「コロナ下における地域活性化施策」をテーマとし、５人がプレゼンテーションを行い、参加者
は日本とオーストラリアの取り組みについて有益
な知見を得ることができました。

オーストラリアの幅広い地域、ニュージーラン
ド、日本からご参加された方々、そして、今回の
フォーラムの開催にご協力してくださった方々に、
あらためてお礼申し上げます。

クレアシドニー事務所は、引き続き当地の地方
自治体や大学などと知見や情報の共有を進め、相
互に有益な活動に取り組んでまいります。

2022 年２月９日、クレアシンガポール事務所は、ブルネイ大学の学生を対象としたオンラインセミナーを開催しました。本
セミナーは、日本への留学を控えた同大学の学生を対象に過去２回開催され、2020 年度はコロナ禍の影響で延期されていたと
ころ、今回は初のオンライン開催となり、約 40 名の学生・教授が参加しました。

セミナーでは日本社会に関連するテーマについて、当事務所職員が英語でプレゼンテーションを行いました。各テーマは「日
本の大学教育」「東京におけるムスリムコミュニティ」「日本のソーシャルエチケット」についてであり、プレゼンテーション後は、
グループごとに意見交換の場を設け、各グルー
プで活発な意見交換がなされました。学生から
は、「コロナ禍で日本の学生はどのような生活
を送っているのか」「東京から低予算で行ける
国内の旅行先はどこか」「宗教的にアルコール
を飲めないが、飲み会に誘われたらどのように
対応すればよいか」といった具体的な質問が活
発に寄せられ、日本に対する幅広い興味が窺え
ました。
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地域国際化推進アドバイザー派遣制度
～オンライン・現地でも、多文化共生の推進のための研修会や講演会などの開催をクレアが支援します～
クレアでは、多文化共生分野などで専門的な知識や経験を有する有識者などを「地域国際化推進アドバイザー」として登録し、

地域における多文化共生推進のための研修会や講演会、ワークショップなどを実施する自治体や地域国際化協会などに派遣して
います。

2020 年度から、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、従来の現地派遣の他にオンライン派遣も可能としています。
2021 年度は、85 件（うち 48 件はオンライン開催）の派遣を実施し、多文化共生の概論、災害時の外国人支援、やさしい日

本語などの色々な分野で助言やノウハウの提供を行いました。
まだアドバイザー派遣制度をご活用いただいたことがない団体の方は、ぜひお気軽にお問い合わせください。

◆派遣対象団体
　・地方公共団体　・地域国際化協会　・市区町村の国際交流協会　等
◆クレアが負担する費用
　・アドバイザーの往復交通費および日当
　・アドバイザーの謝礼金（ただし、支払い対象時間は４時間以内）
アドバイザーや派遣実績の詳細などについては、下記ホームページをご覧ください。
　http://www.clair.or.jp/j/multiculture/jiam/advisor.html

フランスの観光見本市で西日本の観光 PR
2022 年３月 17 日から 20 日にかけて、フランスおよび世界各国の観光関連団体が出展する観光見本市「Salon Mondial du 

Tourisme Paris 2022」が開催されました。日本政府観光局（JNTO）を中心に日本の自治体・観光関連団体などが共同出展し
たジャパンブースでは、一般の来場者に向けて観光情報などの提供を行いました。また、書道のデモンストレーションや三味線
の演奏、参加者が「あかべこ」や「ミニだるま」に色を塗ってオリジナルの作品を作る体験プログラムなどさまざまな集客イベ
ントも行われました。

クレアパリ事務所が参加した WASAKURA ブースは、島
根県、岡山県、広島県、神戸市の合同ブースで、来場者に
向けて各地域の観光 PR を行いました。観光 PR を行う中で、
足立美術館の日本庭園（島根県）、厳島神社（広島県）、日
本刀で有名な備前長船刀剣博物館（岡山県）、神戸牛（神
戸市）が、それぞれ特に来場者の関心を集めていました。1
日あたり約 250 名の来場がありましたが、そのほとんどは
退職後のシニア世代で、再び日本を観光できる日を待ち望
んでいるようでした。

クレアパリ事務所では、今回の経験を活かしながら、地方自治体の魅力発信に引き続き努めてまいります。

「2021日韓共同セミナー」をオンラインで開催しました !
2021 年 11 月 17 日、自治体国際化協会（CLAIR）と韓国地方行政研究院（KRILA）主催の「2021 日韓共同セミナー」を、

「人口減少社会における自治体の地方創生の取組について」と題してオンラインで開催しました。
基調講演では、姉妹都市である金沢市と全州市の市長に講演いただき、地方において少子高齢化と都市部への人口流出が問題

となる中、金沢市からは地域に残る歴史的価値の高い建築物やまちなみと伝統文化の保全、それらを活かしたまちづくりについて、
全州市からは出産・子育て、住居、雇用などの人口政策について、両市が行っている独自の事例について発表いただきました。

また、日韓の有識者による主題発表では、日本側から島根大学教育学部　作野広和教授に人材確保、地域機能維持に向けた課
題の紹介、地域の実情に合わせた地方創生の
事例について発表いただきました。

総合討論では、日韓の学識経験者に参加い
ただき、基調講演及び主題発表に対する感想
を各参加者の立場で意見発表したうえで質
疑応答を行い、日韓が直面している地方創生
に向けた課題について理解を深めました。

今回のセミナーは YouTube のアーカイブ
として下記リンク先から視聴できます。

https://www.youtube.com/watch?v=0EXJmcCHczc
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来場者に観光 PR を行うクレアパ
リ事務所職員の様子

オンライン上での総合討論

ソウル事務所
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JET プログラムの活用をご検討ください !!

2021 年度日本ふるさと名産食品展 in ニューヨークを開催しました !

プロトコールセミナーを開催します！

JET プログラムは主に海外の青年を招致し、地方自治
体、教育委員会及び全国の小・中学校や高等学校にて「ALT

（外国語指導助手）」「CIR（国際交流員）」「SEA（スポー
ツ国際交流員）」の３つの職種で国際交流の業務や外国語
教育に携わることにより、地域レベルでの草の根の国際
化を推進することを目的としています。

地域の国際化の推進に是非、JET プログラムの活用を
ご検討ください。

（JET プログラム紹介動画）
　https://www.youtube.com/watch?v=La3iSr2clLU&t=1s

（JET プログラム HP）
　http://jetprogramme.org/ja/

「任用を検討中の団体へ」⇒「JET をはじめよう」のページにて JET プログラムの活用事例や経費などにつ
いて資料を掲載しています。
※ 該当のページには、パスワードが掛かっています。閲覧を希望される場合には、自治体国際化協会 JET
プログラム事業部【Tel：03-5213-1733】へお電話ください。

クレアでは、海外へ進出しようとする地域の事業者支援を行う自治体のために、海外販路開拓支援事業として、地域産品のテ
ストマーケティングと販路開拓を目的とした物産展を開催しています。

2021 年度は、2022 年 2 月 24 日から 27 日の 4 日間、世界中から
人が集まる情報の発信地であり、健康意識の高まりにより日本食が注目
されている米国・ニューヨークにおいて開催いたしました。

今回の会場である大型日系商業施設のジャパンビレッジでは、日系有
名店舗の新規開店や、折り紙パフォーマンスといったイベント開催など
も相まって、施設全体における同期間中の来場者数は３万人を超えるほ
どの大盛況でした。

本食品展には、13 自治体を通して 19 事業者 64 品目が出展しました
が、初日で売切れる商品も出るなど、日本食はニューヨーカーにも非常
に好評でした。

クレアでは、今後も海外展開を試みる事業者及びその支援を行う自治
体のために、さらに充実した内容の物産関連イベントを企画します！
※事業の詳細はホームページをご覧ください。

http://economy.clair.or.jp/activity/exhibition/exh-past/
■お問い合わせ　経済交流課

Tel：03-5213-1726　Mail：keishin@clair.or.jp

国際関係業務に携わる自治体職員の国際儀礼（プロトコール）に関する知識の向上を目的として、オンラインによるプロトコー
ルセミナーを開催します。外務省大臣官房儀典官兼儀典賓客室長の町田信也氏を講師に招き、表敬訪問におけるプロトコールの
基本知識や、海外からの来客の正しい対応についてご説明いただきます。

セミナーの詳細や参加登録の方法などは、以下のホームページで順次お知らせしていきます。多くの自治体関係者の皆様のご
参加をお待ちしております。
　開催日時：2022 年 5 月 31 日（火）14:00 – 15:10
　開催方法：オンライン（Zoom）
　テーマ：表敬訪問におけるプロトコールや海外からの来客の対応について
　ホームページ：http://www.clair.or.jp/j/exchange/shien/online_seminar.html
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JETプログラム事業部

経済交流課

交流親善課

来場者で賑わう会場の様子


